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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　基板と；
　基板に実装され、半径の異なる少なくとも２つの略同心円の周上に列をなして配設され
た白色に発光する複数の発光素子と；
　前記円と略中心を同じくする円の周上であって、前記白色に発光する発光素子の列間に
列をなして配設された白色以外に発光する複数の発光素子と；
　これら発光素子から出射される光が向けられるとともに、発光素子を所定の離間距離を
おいて覆う拡散性を有する透光性のカバー部材と；
　を具備することを特徴とする照明器具。
【請求項２】
　基板と；
　基板に実装され、大きさの異なる少なくとも２つの中心を略同じくする多角形の周上に
列をなして配設された白色に発光する複数の発光素子と；
　前記多角形と略中心を同じくする多角形の周上であって、前記発光素子の列間に列をな
して配設された白色以外に発光する複数の発光素子と；
　これら発光素子から出射される光が向けられるとともに、発光素子を所定の離間距離を
おいて覆う拡散性を有する透光性のカバー部材と；
　を具備することを特徴とする照明器具。
【請求項３】
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　前記列をなして配設された白色以外に発光する複数の発光素子の配設ピッチをＰ（ｍｍ
）とし、前記カバー部材における離間距離をＨ（ｍｍ）としたとき、Ｐ≦Ｈ／３を満足す
ることを特徴とする請求項１又は請求項２に記載の照明器具。
【請求項４】
　前記白色に発光する複数の発光素子が配設された周と、白色以外に発光する複数の発光
素子が配設された周との半径方向の間隔差をＤｄ（ｍｍ）とし、前記カバー部材における
離間距離をＨ（ｍｍ）としたとき、Ｄｄ≦０．５×Ｈ＋１５ｍｍを満足することを特徴と
する請求項１乃至請求項３のいずれか一に記載の照明器具。
【請求項５】
　前記白色以外に発光する複数の発光素子は、赤色、緑色、青色に発光する複数の発光素
子であって、それぞれ同数配設されていることを特徴とする請求項１乃至請求項４のいず
れか一に記載の照明器具。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明の実施形態は、光源としてＬＥＤ等の発光素子を用いた照明器具に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、一般住宅用の照明器具においては、主光源に環状の蛍光ランプを用い、この環状
の蛍光ランプの下方側を覆うようにカバー部材（セード）を設けて、外観形状を丸形に構
成するものが普及している。
【０００３】
　一方、近時、ＬＥＤ等の発光素子の高出力化、高効率化及び普及化に伴い、光源として
発光素子を用いて長寿命化が期待できる一般住宅用の照明器具が開発されている。
【先行技術文献】
【非特許文献】
【０００４】
【非特許文献１】シャープ／ＬＥＤシーリングライト［平成２３年５月２７日検索］（ht
tp://www.sharp.co.jp/corporate/news/100819-a-2.html）
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、上記のような照明器具では、光源として白色に発光する発光素子が用い
られており、この場合、光色が白色に限定されることから、表現可能な光色の範囲が狭く
、演出性に劣るという課題が生じる。
【０００６】
　本発明は、上記課題に鑑みなされたもので、演出性を向上できるとともに、カバー部材
の色むら、輝度むらを軽減して、色度、輝度の均一化を図ることが可能な照明器具を提供
することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明の実施形態による照明器具は、基板と、基板に実装され、半径の異なる少なくと
も２つの略同心円の周上に列をなして配設された白色に発光する複数の発光素子とを備え
ている。
【０００８】
　また、前記円と略中心を同じくする円の周上であって、前記白色に発光する発光素子の
列間に列をなして配設された白色以外に発光する複数の発光素子と、これら発光素子から
出射される光が向けられるとともに、発光素子を所定の離間距離をおいて覆う拡散性を有
する透光性のカバー部材とを備えている。
【発明の効果】
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【０００９】
　本発明の実施形態によれば、演出性を向上できるとともに、カバー部材の色むら、輝度
むらを軽減して、色度、輝度の均一化を図ることが可能な照明器具を提供することができ
る。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】本発明の第１の実施形態に係る照明器具を示す斜視図である。
【図２】同照明器具を示す断面図である。
【図３】同照明器具を下方から見て示す平面図である。
【図４】同照明器具における光源部を示す平面図である。
【図５】本発明の第２の実施形態に係る光源部を示す平面図である。
【図６】本発明の第３の実施形態に係る照明器具を示す部分的断面図である。
【図７】本発明の第４の実施形態に係る照明器具を示す部分的断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　以下、本発明の第１の実施形態について図１乃至図４を参照して説明する。各図におい
てリード線等による配線接続関係は省略して示している。なお、同一部分には同一符号を
付し、重複した説明は省略する。
【００１２】
　本実施形態を構成するにあたり、演出性やカバー部材の色度、輝度の均一化を図るため
、種々の実験、評価を行い好適な構成の実現を追求した。本実施形態は、その結果を示す
ものである。
【００１３】
　本実施形態の照明器具は、器具取付面に設置された配線器具としての引掛けシーリング
ボディに取付けられて使用される形式であり、複数の発光素子を有する光源部から放射さ
れる光によって室内の照明を行うものである。
【００１４】
　図１乃至図３において、照明器具は、本体１と、光源部２と、点灯装置３と、取付部４
と、カバー部材５と、反射板６とを備えている。また、器具取付面としての天井面Ｃに設
置された引掛けシーリングボディＣｂに電気的かつ機械的に接続されるアダプタＡを備え
ている。このような照明器具は、丸形の円形状の外観に形成され、前面側を光の照射面と
し、背面側を天井面Ｃへの取付面としている。
【００１５】
　図２に代表して示すように、本体１は、シャーシであり、冷間圧延鋼板等の金属材料の
平板から略円形状に形成されており、略中央部に、後述する点灯装置３及び取付部４を配
設するための円形状凹部１１及び開口１２が形成されている。
【００１６】
　光源部２は、図４の参照を加えて説明するように、基板２１と、この基板２１に実装さ
れた複数の発光素子２２とを備えている。基板２１は、所定の幅寸法を有して略サークル
状に形成されていて、絶縁材であるガラスエポキシ樹脂の平板からなり、表面側には銅箔
によって配線パターンが形成されている。発光素子２２は、この配線パターンに電気的に
接続されるようになっている。また、配線パターンの上、つまり、基板２１の表面には反
射層として作用する白色のレジスト層が積層されている。
【００１７】
　なお、基板２１の材料は、絶縁材とする場合には、セラミックス材料又は合成樹脂材料
を適用できる。さらに、熱伝導性を有する金属製とする場合は、アルミニウム等の放熱性
に優れたべース板の一面に絶縁層が積層された金属製のべース基板を適用できる。
　また、基板２１は、複数に分割された基板を繋ぎ合わせるようにして全体としてサーク
ル状に形成してもよい。
【００１８】
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　発光素子２２は、ＬＥＤであり、表面実装型のＬＥＤパッケージである。このＬＥＤパ
ッケージが複数個サークル状の基板２１の周方向に沿って、複数列、本実施形態では、半
径の異なる略同心円の周上に３列に亘って実装されている。つまり、内周側の列、外周側
の列及び、これら内周側の列と外周側の列との中間の列に亘って実装されている。
【００１９】
　ＬＥＤパッケージは、概略的にはセラミックスや合成樹脂で形成された本体に配設され
たＬＥＤチップと、このＬＥＤチップを封止するエポキシ系樹脂やシリコーン樹脂等のモ
ールド用の透光性樹脂とから構成されている。
【００２０】
　内周側の列及び外周側の列に実装されているＬＥＤパッケージには、白色（Ｎ）に発光
するものが用いられている。ＬＥＤチップは、青色光を発光するＬＥＤチップである。透
光性樹脂には、蛍光体が混入されており、白色光を出射できるようにするために、主とし
て青色の光とは補色の関係にある黄色系の光を放射する黄色蛍光体が使用されている。
【００２１】
　内周側の列及び外周側の列に実装されているＬＥＤパッケージは、隣接する各ＬＥＤパ
ッケージが略等間隔の離間距離をおいて円周上に並べられて複数個実装されている。具体
的には、内周側の列のＬＥＤパッケージ、外周側の列のＬＥＤパッケージともに５０個実
装されている。
なお、前記白色には、いわゆる昼光色（Ｄ）、昼白色（Ｎ）、白色（Ｗ）や電球色（Ｌ）
が含まれる。
【００２２】
　中間の列に実装されているＬＥＤパッケージには、白色以外に発光する例えば、赤色（
Ｒ）、緑色（Ｇ）、青色（Ｂ）に発光するものが用いられている。したがって、ＬＥＤチ
ップは、それぞれ赤色、緑色、青色の光に発光するＬＥＤチップであり、これらＬＥＤチ
ップがモールド用の透光性樹脂によって封止されている。
【００２３】
　なお、白色以外に発光するＬＥＤパッケージとしては、赤色（Ｒ）、緑色（Ｇ）、青色
（Ｂ）に発光するものに限らず、紫色や黄色に発光するものを適用してもよい。
【００２４】
　これら赤色（Ｒ）、緑色（Ｇ）、青色（Ｂ）に発光するＬＥＤパッケージは、円周上に
順次、赤色（Ｒ）、緑色（Ｇ）、青色（Ｂ）と連続的に配置されている。具体的には、各
色同数であることが好ましく、本実施形態では、各１７個用いられており、合計５１個が
配設されている。
【００２５】
　また、隣接する各ＬＥＤパッケージは、略等間隔の離間距離をおいて一定の配設ピッチ
Ｐで円周上に並べられている。具体的には、配設ピッチＰは、１２ｍｍに設定されている
。
【００２６】
　さらに、内周側の列及び外周側の列に実装されている白色（Ｎ）発光のＬＥＤパッケー
ジと中間の列に実装されている赤色（Ｒ）、緑色（Ｇ）、青色（Ｂ）発光のＬＥＤパッケ
ージとの関係において、白色（Ｎ）発光のＬＥＤパッケージが配設された円周と、赤色（
Ｒ）、緑色（Ｇ）、青色（Ｂ）発光のＬＥＤパッケージとが配設された円周との半径方向
の間隔差Ｄｄは、内周側、外周側ともに同様であり、具体的には、間隔差Ｄｄは、３０ｍ
ｍに設定されている。
【００２７】
　なお、ＬＥＤパッケージにおける赤色（Ｒ）、緑色（Ｇ）、青色（Ｂ）の配列は、特定
されず順不同でよく、例えば、緑色（Ｇ）、赤色（Ｒ）、青色（Ｂ）の順に配列してもよ
い。また、隣接するＬＥＤパッケージは、異なる発光色のものを配置するのが好ましいが
、格別限定されるものではない。一例としては、赤色（Ｒ）、赤色（Ｒ）、緑色（Ｇ）、
緑色（Ｇ）、青色（Ｂ）、青色（Ｂ）のように同色を２個ずつ連続的に配置することも可
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能である。
【００２８】
　このように半径の異なる略同心円の周上に列をなして白色（Ｎ）に発光する複数の発光
素子２２が配設され、前記円と略中心を同じくする円の周上であって、前記白色（Ｎ）に
発光する発光素子２２の列間に列をなして赤色（Ｒ）、緑色（Ｇ）、青色（Ｂ）に発光す
る複数の発光素子２２が配設されている。
【００２９】
　したがって、赤色（Ｒ）、緑色（Ｇ）、青色（Ｂ）に発光する発光素子２２が配設され
ているので演出性が高まり、また、発光効率が良好な白色（Ｎ）の発光素子２２の間に、
発光効率の低い赤色（Ｒ）、緑色（Ｇ）、青色（Ｂ）の発光素子２２が配置されるため光
源として発光の均一性が確保できる。
【００３０】
　因みに、最大視感度は、波長が５５５ｎｍであることが知られており、視感度が高いほ
ど、少ない放射エネルギで明るさを感じさせることができる。このため、波長が５５５ｎ
ｍに近いほど、光束が大きく発光効率を高くすることができる。
【００３１】
　したがって、赤色（Ｒ）、青色（Ｂ）は、波長が５５５ｎｍ付近になく、離れているた
め発光効率が低く、一方、緑色（Ｇ）は、波長が５５５ｎｍ付近にあるが、光への変換効
率が低いため発光効率が低く、これら赤色（Ｒ）、緑色（Ｇ）、青色（Ｂ）の発光素子２
２が白色（Ｎ）の発光素子２２の間に挟まれるように配置されることにより、発光効率の
差に起因して、出力が偏ることを軽減でき、光源として発光の均一性が確保される。
【００３２】
　このように構成された光源部２は、図２及び図３に代表して示すように、基板２１が取
付部４の周囲に位置して、発光素子２２の実装面が前面側、すなわち、下方の照射方向に
向けられて配設されている。また、基板２１の裏面側が本体１の内面側に密着するように
例えば、ねじ等の固定手段によって取付けられている。したがって、基板２１は、本体２
と熱的に結合され、基板２１からの熱が裏面側から本体２に伝導され放熱されるようにな
っている。
【００３３】
　点灯装置３は、図２及び図３に示すように、略短円筒状のケースと、このケース内に取
付けられて収容された回路基板３１と、この回路基板に実装された回路部品とを備えてい
る。この点灯装置３は、本体１の中央部に形成された凹部１１に配置され取付けられてお
り、アダプタＡ側が電気的に接続されて、アダプタＡを介して商用交流電源に接続される
。したがって、点灯装置３は、この交流電源を受けて直流出力を生成し、リード線を介し
てその直流出力を発光素子２２に供給し、発光素子２２を点灯制御するようになっている
。
【００３４】
　取付部４は、略円筒状に形成されたアダプタガイドであり、このアダプタガイドの中央
部には、アダプタＡが挿通し、係合する係合口が設けられている。このアダプタガイドは
、その外周面が点灯装置３のケースにおける内周側に位置するように配設されていて、換
言すれば、アダプタガイドの外周側には、点灯装置３が配設されるようになっている。ま
た、アダプタガイドは、本体１の開口１２を挿通して前面側に延出されている。
【００３５】
　なお、取付部４は、必ずしもアダプタガイド等と指称される部材である必要はない。例
えば、本体１や反射板６に形成される開口であってもよく、要は、配線器具としての引掛
けシーリングボディＣｂに対向し、アダプタＡが係合される部材や部分を意味している。
【００３６】
　カバー部材５は、アクリル樹脂等の透光性を有し、乳白色を呈する拡散性を備えた材料
から形成されており、なだらかな曲面状に形成された円形のベース部５１と、このベース
部５１の外周から斜め内周方向に延出した側縁部５２とを備えている。そして、カバー部
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材５は、光源部２を含めた本体１の前面側を覆うように本体１の外周縁部に取付けられる
ようになっている。
【００３７】
　具体的には、カバー部材５は、発光素子２２を所定の離間距離Ｈをおいて覆うようにな
っており、この離間距離Ｈは、５０ｍｍに設定されている。なお、この場合、離間距離Ｈ
は、平均の離間距離Ｈを基準とすることができる。後述するように、この離間距離Ｈ、前
述の配設ピッチＰ及び間隔差Ｄｓの関係を好適に設計することにより、カバー部材５の色
度や輝度の均一化を図ることができ、所期の目的を達成することが可能となる。
【００３８】
　また、カバー部材５は、平行光が入射した場合に、出射光の分散度、つまり、１／２ビ
ーム角が１０度～５０度の範囲となる配光特性をもたらすように形成することが望ましい
。
【００３９】
　反射板６は、図２に示すように、冷間圧延鋼板等の金属材料の平板から傾斜状の反射面
６１を有する円形状に形成されており、略中央部にアダプタＡを操作するための開口が形
成されている。したがって、発光素子２２から出射される一部の光は、反射面６１によっ
て前面側に反射され有効に利用されるようになる。
【００４０】
　アダプタＡは、天井面Ｃに設置された引掛けシーリングボディＣｂに、上面側に設けら
れた引掛刃によって電気的かつ機械的に接続されるもので略円筒状をなし、周壁の両側に
は一対の係止部Ａ1が、内蔵されたスプリングによって常時外周側へ突出するように設け
られている。この係止部Ａ1は下面側に設けられたレバーを操作することにより没入する
ようになっている。また、このアダプタＡからは、前記点灯装置３へ接続する図示しない
電源コードが導出されていて、点灯装置３とコネクタを介して接続されるようになってい
る。
【００４１】
　次に、照明器具の天井面Ｃへの取付状態について説明する。図２に示すように、天井面
Ｃに引掛けシーリングボディＣｂが設置されている。また、この引掛けシーリングボディ
Ｃｂには、アダプタＡが電気的かつ機械的に接続されている。この状態から図示矢印で示
すように、取付部４としてのアダプタガイドの係合口をアダプタＡに合わせながら、アダ
プタＡの係止部Ａ1がアダプタガイドの係合口に確実に係合するまで器具本体を下方から
手で押し上げて取付け操作を行う。
【００４２】
　また、器具本体を取外す場合には、カバー部材５を取外し、アダプタＡに設けられてい
るレバーを操作してアダプタＡの係止部Ａ1の係合を解くことにより取外すことができる
。
　以上のような照明器具の実現において、次のような好適な構成、好適な値を見出すこと
ができた。
【００４３】
　（１）半径の異なる略同心円の周上に列をなして白色（Ｎ）に発光する複数の発光素子
２２を配設し、前記円と略中心を同じくする円の周上であって、前記白色（Ｎ）に発光す
る発光素子２２の列間に列をなして赤色（Ｒ）、緑色（Ｇ）、青色（Ｂ）に発光する複数
の発光素子２２を配設することにより、これら各光色の発光素子２２の混光が良好となり
、発光素子２２から出射される光の演出性を向上できるとともに、カバー部材の色むら、
輝度むらを軽減して、色度、輝度の均一化を図ることができる。
【００４４】
　（２）赤色（Ｒ）、緑色（Ｇ）、青色（Ｂ）に発光する複数の発光素子２２の配設ピッ
チをＰ（ｍｍ）とし、発光素子２２とカバー部材５との離間距離をＨ（ｍｍ）としたとき
、Ｐ≦Ｈ／３の関係となるように設定することにより、色むらや輝度むらを抑制して均一
性を向上することが可能となる。これは、離間距離Ｈに対して発光素子２２の配設ピッチ
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Ｐが所定以上大きくなると、発光素子２２の輝度による粒々感が目立ち、混光が良好に行
われず、色むらや輝度むらが生じることを意味している。
　本実施形態では、具体的には、配設ピッチＰは１２ｍｍであり、離間距離Ｈは５０ｍｍ
であり、Ｐ≦Ｈ／３の関係を満足するものとなっている。
【００４５】
　（３）白色（Ｎ）に発光する複数の発光素子２２が配設された周と、赤色（Ｒ）、緑色
（Ｇ）、青色（Ｂ）に発光する複数の発光素子２２が配設された周との半径方向の間隔差
をＤｄ（ｍｍ）とし、発光素子２２とカバー部材５との離間距離をＨ（ｍｍ）としたとき
、Ｄｄ≦０．５×Ｈ＋１５ｍｍの関係となるように設定することにより、色むらや輝度む
らを抑制して均一性を向上することが可能となる。これは、離間距離Ｈに対して間隔差Ｄ
ｄが所定以上大きくなると、各列間の発光素子２２の混光が良好に行われず、色むらや輝
度むらが生じることを意味している。
　本実施形態では、具体的には、離間距離Ｈは５０ｍｍであり、間隔差Ｄｄは３０ｍｍで
あり、Ｄｄ≦０．５×Ｈ＋１５ｍｍの関係を満足するものとなっている。
【００４６】
　（４）赤色（Ｒ）、緑色（Ｇ）、青色（Ｂ）に発光する複数の発光素子２２は、それぞ
れ同数用いられ、同数配設されているので、赤色（Ｒ）、緑色（Ｇ）、青色（Ｂ）に発光
する複数の発光素子２２の光色の混光が良好となり、色むらが抑制されて均一性を向上す
ることができる。
　本実施形態では、具体的には、赤色（Ｒ）、緑色（Ｇ）、青色（Ｂ）に発光する発光素
子２２が各１７個、同数用いられている。
【００４７】
　照明器具の天井面Ｃへの取付状態において、点灯装置３に電力が供給されると、基板２
１を介して発光素子２２に通電され、各発光素子２２が点灯する。発光素子２２から出射
された光は拡散性を有するカバー部材５を透過して外方に照射される。この場合、各光色
の発光素子２２の混光が良好となり、カバー部材の色むら、輝度むらを軽減して、色度、
輝度の均一化を高めることが可能となる。
【００４８】
　また、基板２１が取付部４の周囲に位置して、発光素子２２の実装面が前面側に向けら
れて配設されているので、構成の簡素化が可能であり、さらに、基板２１からの熱を放熱
するための放熱構造を構成しやすいものとすることができる。例えば、本実施形態のよう
に、基板２１の裏面側を本体１に熱的に結合し、基板２１からの熱を本体２１に伝導し放
熱する構成が容易に実現できる。これにより発光素子２２の温度上昇を抑制することが可
能となる。
【００４９】
　点灯装置３は、取付部４の外周側に配設されており、基板２１は、取付部４の周囲に位
置して、裏面側が本体１に熱的に結合されているので、点灯装置３から生じる熱と発光素
子２２から生じる熱との相互の熱的干渉が軽減され、発光素子２２の温度上昇を効果的に
抑制することができる。
【００５０】
　加えて、発光素子２２は、光色の異なる白色（Ｎ）、赤色（Ｒ）、緑色（Ｇ）、青色（
Ｂ）が用いられているので、これらの出力を適宜変更して混光することにより、表現可能
な光色の範囲を広くすることが可能となる。
【００５１】
　なお、上述の形態においては、半径の異なる略同心円の周上に列をなして発光素子２２
を配設したものについて説明したが、大きさの異なる多角形、例えば、六角形の周上に列
をなして発光素子２２を配設するものであってもよい。
【００５２】
　すなわち、大きさの異なる中心を略同じくする多角形の周上に列をなして白色に発光す
る複数の発光素子２２を配設し、前記多角形と略中心を同じくする多角形の周上であって
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、前記発光素子２２の列間に列をなして赤色（Ｒ）、緑色（Ｇ）、青色（Ｂ）に発光する
複数の発光素子を配設する形態であってもよい。このような形態の場合にも上記と同様な
効果を奏することが可能となる。
【００５３】
　次に、本発明の第２の実施形態について図５を参照して説明する。図５は、図４と同様
に、光源部２の平面を示している。なお、第１の実施形態と同一又は相当部分には同一符
号を付し、重複した説明は省略する。
【００５４】
　本実施形態では、基板２１は、所定の幅寸法を有した円弧状の４枚の基板２１が繋ぎ合
わされるように配設されて全体として略サークル状に形成されている。つまり、全体とし
て略サークル状に形成された基板２１は、４枚の分割された基板２１から構成されている
。
　このように分割された基板２１を用いることにより、基板２１の分割部で熱的収縮を吸
収して基板２１の変形を抑制することができる。
【００５５】
　内周側の列及び外周側の列に実装されているＬＥＤパッケージには、白色に発光するも
のが用いられている。具体的には、発光色が昼白色（Ｎ）のものと電球色（Ｌ）のものと
が用いられており、これらが交互に並べられていて、各列の隣接する発光素子２２は略等
間隔を空けて配設されている。
　また、中間の列に実装されているＬＥＤパッケージには、第１の実施形態と同様に、赤
色（Ｒ）、緑色（Ｇ）、青色（Ｂ）に発光するものが用いられている。
【００５６】
　したがって、半径の異なる略同心円の周上に列をなして白色（昼白色（Ｎ）、電球色（
Ｌ））に発光する複数の発光素子２２が配設され、前記円と略中心を同じくする円の周上
であって、前記白色（Ｎ）に発光する発光素子２２の列間に列をなして赤色（Ｒ）、緑色
（Ｇ）、青色（Ｂ）に発光する複数の発光素子２２が配設されている。このため、カバー
部材の色むら、輝度むらを軽減して、色度、輝度の均一化を図ることができる。
【００５７】
　また、第１の実施形態と同様に、赤色（Ｒ）、緑色（Ｇ）、青色（Ｂ）に発光する複数
の発光素子２２の配設ピッチをＰ（ｍｍ）とし、発光素子２２とカバー部材との離間距離
をＨ（ｍｍ）としたとき、Ｐ≦Ｈ／３の関係となるように設定することにより、色むらや
輝度むらを抑制して均一性を向上することが可能となる。
【００５８】
　さらに、昼白色（Ｎ）、電球色（Ｌ）に発光する複数の発光素子２２が配設された周と
、赤色（Ｒ）、緑色（Ｇ）、青色（Ｂ）に発光する複数の発光素子２２が配設された周と
の半径方向の間隔差をＤｄ（ｍｍ）とし、発光素子２２とカバー部材との離間距離をＨ（
ｍｍ）としたとき、Ｄｄ≦０．５×Ｈ＋１５ｍｍの関係となるように設定することにより
、色むらや輝度むらを抑制して均一性を向上することが可能となる。
【００５９】
　さらにまた、赤色（Ｒ）、緑色（Ｇ）、青色（Ｂ）に発光する複数の発光素子２２は、
それぞれ同数用いられ、同数配設されているので、赤色（Ｒ）、緑色（Ｇ）、青色（Ｂ）
に発光する複数の発光素子２２の光色の混光が良好となり、色むらが抑制されて均一性を
向上することができる。
【００６０】
　次に、本発明の第３の実施形態について図６を参照して説明する。図６は、照明器具の
左半分を断面で示している。なお、第１の実施形態と同一又は相当部分には同一符号を付
し、重複した説明は省略する。
【００６１】
　本実施形態では、外周側の列に実装されているＬＥＤパッケージ、すなわち、最外周の
列に実装されているＬＥＤパッケージには、図示矢印で示すように少なくとも横方向に光
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【００６２】
　したがって、本実施形態によれば、第１の実施形態と同様な効果に加え、カバー部材５
の外周及び上方側から出射される光量を増加させることができ、例えば、天井面を明るく
して明るさ感を向上することが可能となる。
【００６３】
　次に、本発明の第４の実施形態について図７を参照して説明する。図７は、照明器具の
左半分を断面で示している。なお、第１の実施形態と同一又は相当部分には同一符号を付
し、重複した説明は省略する。
【００６４】
　本実施形態では、内周側の列、中間の列及び外周側の列に実装されるＬＥＤパケージの
基板２１をそれぞれ別基板とするとともに、分割基板とし、ＬＥＤパケージを多角形の周
上に列をなして配設したものである。また、本体２にテーパを形成し、この斜面に基板２
１を取付けるようにしたものである。
【００６５】
　したがって、内周側の列に配設されたＬＥＤパケージから出射される光は、内側方向に
向かい、外周側の列に配設されたＬＥＤパケージから出射される光は、外側方向に向かう
ようになる。このため、配光範囲を広くすることが可能となる。
　以上のように本実施形態によれば、第１の実施形態と同様な効果に加え、配光範囲を広
くすることが可能な照明器具を提供できる。
【００６６】
　なお、本発明は、上記各実施形態の構成に限定されることなく、発明の要旨を逸脱しな
い範囲で種々の変形が可能である。例えば、基板は、円形のサークル状又は六角形や八角
形の多角形状に形成するのが好ましいが、この形状に限定されるものではない。要は、発
光素子を円周上又は多角形の周上に配置できれば、基板の形状は格別限定されるものでは
ない。さらに、基板は、複数に分割形成されていて、これを組合わせて全体として構成す
るものであっても、一体的に全体を構成するものであってもよい。
【００６７】
　また、発光素子から出射される光の均一性を向上するため、発光素子に対応して拡散レ
ンズを設けたり、カバー部材に光の透過率制御手段を設けたりするのを妨げるものではな
い。
【００６８】
　さらにまた、白色に発光する発光素子の列を例えば、３列配設し、この列間に２列の赤
色、緑色、青色に発光する発光素子の列を配設するようにしてもよい。発光素子は、ＬＥ
Ｄ等の固体発光素子が適用でき、この場合、発光素子の個数、列数は、特段限定されるも
のではない。
【符号の説明】
【００６９】
１・・・本体、２・・・光源部、
３・・・点灯装置、４・・・取付部（アダプタガイド）、
５・・・カバー部材、６・・・反射板、
２１・・・基板、２２・・・発光素子（ＬＥＤ）、
Ｃ・・・器具取付面（天井面）、Ｃｂ・・・配線器具（引掛けシーリングボディ）
Ｈ・・・離間距離、Ｐ・・・発光素子の配設ピッチ、
Ｄｓ・・・間隔差
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